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（１） 第202号 平成29年（2017年）６月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　

５
月
14
日（
日
）、
九
頭
竜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
在
宅
障

害
児（
者
）と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
92
人
が
集
い
、
在
宅
障
害

児（
者
）ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
大
野
市
内
の
在
宅
障
害
児

（
者
）と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む

中
で
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
毎
年
実
施
。

　

前
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
若
干
肌
寒
さ
も
残
る
中
、

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

付
近
の
川
に
は
、
今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー
の

プ
レ
国
体
会
場
も
あ
り
参
加
者
は
、興
味
津
々
の
様
子
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
後
は
、
散
策
な
ど
思
い
思
い
に
大
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

自然いっぱいの中で、

楽しさ満喫

～在宅障害児（者）ふれあい広場開催～



（２）第202号平成29年（2017年）６月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

９：００～９：４０
　第６０回大野市身体障害者福祉大会
９：４０～９：５０
　手話コーラス〈手話サークル名水〉
９：５０～１０：１０
　いとよ保育園年長児〈歌とピアニカ演奏〉
１０：１０～１０：３０
　パフォーマーかつや〈大道芸など〉
１０：３０～１１：００
　大野高等学校吹奏楽部〈吹奏楽の演奏〉
１１：００～１１：２０
　パフォーマーかつや〈大道芸など〉
１１：２０～１２：００
　大野市消防団
　結の故郷女性分団活動紹介と防火寸劇
　　　〈大野市消防団結の故郷女性分団〉

１２：００～１３：００　休憩・午後の準備
１３：００～１４：３０　人権啓発講演会



カレーライス
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平成29年度

　平成29年４月施行の社会福祉法人制度改革への的
確な対応が求められる中、本協議会においては、こ
の改革を法人のあり方そのものを考える機会として
捉え、これまで定款や関係する規程等の整備を行い、
組織のガバナンス強化に向き合ってきました。
　一方、地域においては、介護予防・生活支援サー
ビスの充実や生活困窮者の社会的孤立の防止に向け
た取り組みなど社会福祉協議会の役割の重要性が今
まで以上に問われてきています。
　このような状況の中、本年度は、第四次大野市社
会福祉協議会地域福祉活動計画（平成28～32年度）
の２年目にあたり、その基本理念である「結の心で
つながる福祉のまち」の実現に向けて、地域福祉を
推進する役割をさらに発揮して地域住民の安心のあ
る暮らしづくりを支援していく必要があります。
　地域福祉推進の取り組みとしては、地域福祉活動
の原点である小地域福祉活動の強化・拡充に努め、
とりわけ、町内会などの自治会を主な単位として、

１　地域で支え合い・助け合う地域福祉活動の推進
　　　○町内会等の自治会を主な単位とした支え合い・助け合いの小地域福祉活動をより進めます。

２　法人成年後見実施に向けた体制整備
　　　○判断能力の不十分な方の権利を擁護するために関係機関や行政と連携を図りながら成年後見
　　　　事業（法人成年後見）の実施に向けて体制の整備を進めます。

３　在宅の高齢者を支える地域の支え合い体制づくりの推進
　　　○在宅の高齢者を支える地域の支え合いの体制づくりを進めるため、住民主体による生活支援
　　　　等サービス提供体制の構築を目指します。

４　安定的な介護保険事業等の運営による財源の確保
　　　○介護保険事業等の実施にあたっては、利用者本位のサービス提供と採算性の確保に努力し、
　　　　地域福祉事業の財源づくりに努めます。

　去る、３月30日、大野有終会館「結とぴあ」303号室において大野市社会福祉協議会の評議員会
が開催され、本年度の事業計画及び予算が決まりました。以下、概要をお知らせします。

地域が抱える生活・福祉課題を地域で解決できるよ
う住民のネットワークを活かした地域福祉活動を推
進します。
　障害者等の権利を守るための取り組みとしては、
要支援者の自立支援と権利擁護を推進し、できる限
り住み慣れた地域で、自立した生活を過ごすことが
できるよう支援するため法人成年後見事業の実施に
向けた取り組みを開始します。
　また、昨年スタートした生活支援体制整備事業に
おいては、市内でどのような生活支援サービスや活
動が必要かを分析・検討し、在宅の高齢者に対して
の地域での支え合い体制の整備を推進します。
　在宅福祉サービスの取り組みでは、効率的で、か
つ効果的な介護保険事業等の運営に努め、採算性と
サービスのあり方について精査し、一層の経営の健
全化を進めていきます。また、一部のサービスが新
しい総合事業に移行しますが、利用者にとって安心
のあるサービスの向上に努めていきます。

大野市社会福祉協議会事　業　計　画

基 本 方 針

基 本 理 念

結の心でつながる
　　　　　　福祉のまち

重 点 目 標
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収　支　予　算

支　出
323,178

人件費
199,449

事務費
2,629

事業費
60,205

設備資金借入金
元金償還支出
2,496

助成金支出
4,457
貸付事業
支出 300

その他の活動による
支出 2,863

拠点区分間
繰入金支出
47,212

支　出
217,778 人件費

123,815

事務費
3,898

事業費
56,576

共同募金配分金
5,631

助成金支出
5,136

貸付事業等
300

借入金利息支出 263
経理区分間繰入金支出
22,139

負担金支出
20

積立資産支出
2,668

負担金
支出 0

ファイナンスリース
債務の返済支出 786

支払利息
支出 113

収　入
323,178

会費　6,700

経常経費
補助金収入
34,743

受託金
37,698

拠点区分間
繰入金収入
47,212

介護保険事業収入
135,371

負担金収入
1,386

寄附金　2,000

障害福祉
サービス等
事業収入
48,217

県社協受託金
4,183

受取利息
配分金収入
10

事業収入
486

収　入
217,778

会費　6,757

市補助金
31,844

経理区分間繰入金
収入 25,929

積立預金取崩収入
6,669

介護保険収入
74,187

負担金収入
2,194

寄附金　2,500

共同募金
配分金 6,211

自立支援費等
収入 16,660

雑収入
395

貸付事業収入 205

受取利息配分金
収入 100

積立資産取崩
収入等　8,671

貸付事業
収入 448

その他の
収入 236

（単位：千円）

（千円）

（千円）

　

社
協
会
費
や
共
同
募
金
等
の
民
間

財
源
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
財
源
と
し
て

は
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

筆談ボランティア養成講座 点訳ボランティア養成講座
　耳の聞こえにくい方とのコミュニケーションを
サポートする筆談ボランティアの養成講座を開催
します。

○日   時：平成29年７月２日・９日・16日・23日・
　　　　　30日　午後１時～午後４時　計５回
○会   場：結とぴあ201・202号室　ほか
○対   象：筆談に関心のある高校生
　　　　　以上の方
○定   員：20名（先着順）
○受講料：無料

　視覚障害者の社会生活や家庭などでのコミュニ
ケーションをお手伝いする点訳ボランティアの養
成講座を開催します。
※点訳とは、私たちが目で見ている文字を点字に直
し、視覚障害者へ情報を伝えていく活動です。
 
○日   時：平成29年６月15日～７月13日
　　　　　毎週木曜日
　　　　　午前９時半～午前11時半
○会　場：結とぴあ ２階 ボランティアセンター
○定　員：10名（先着順）
○受講料：1,080円（テキスト代）

大野市社会福祉協議会からのお知らせです
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▼赤十字奉仕団

◦ボランティア活動ネットワーク　グループ紹介◦
▼ボランティア連絡協議会
・メンバー数　６人

活動内容
　障害者の買い物付き添い、社協や福祉施設
の行事への協力。
・毎月第１月曜日又は火曜日ボランティアセ

ンターにて例会。　　
・毎月第２土曜日は買い物手伝い。
・５月第２日曜日は在宅障害児（者）ふれあい

広場バーベキュー大会の手伝い
・６月第１土曜日は福祉ふれあいまつりに協

力。
・10月は在宅障害者の方の日帰り旅行の手伝

い。
・10月には一人暮らし高齢者の方にそばを振る

舞い、一緒に食べるかたらいの会への協力。

市民へのメッセージ
　一緒にボランティア活動をしてくださる方
を募集しています。

・メンバー数　　700人
・活動始期　　　昭和24年結成
・活動年数　　　65年
・主な活動場所　日本赤十字社事業への参加

活動内容
　募金。福祉ふれあいまつり。研修。献血（手伝い）。
　防災訓練（炊き出し）等。

市民へのメッセージ
　『赤十字奉仕団」に興味を持ち、ボランティア活動に
参加いただける方は、大野市福祉こども課【電話64-5142】
までご連絡ください。

無 料 相 談 業 務 の ご 案 内 

　法
律
相
談

　
土
地
・
住
宅
・
財
産
な
ど
法
律
上
の
問
題
に
弁
護

　
士
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
）

※
法
律
相
談
は
予
約
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で

　

事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
内
相
談
室

　心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
相
談

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
）

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
内
相
談
室

　電
話
福
祉
相
談

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
に
社
協
職

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

天
神
町
１
ー
19

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

秘
密
は
厳
守

　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
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大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
本

年
４
月
か
ら
３
年
間
、
新
し
い
福
祉

委
員
２
０
６
人
の
方
々
を
委
嘱
し
、

地
域
の
福
祉
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

福
祉
委
員
の
主
な
役
割
は
、
集
落

や
町
内
に
お
け
る
福
祉
の
推
進
と
見

守
り
活
動
で
す
。
例
え
ば
、
区
域
内

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
等

の
要
支
援
者
宅
で
、
郵
便
物
が
入
っ

た
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
雨
戸
が
閉
ま

っ
た
ま
ま
な
ど
様
子
が
い
つ
も
と
お

か
し
い
時
な
ど
に
、
区
長
、
民
生
児

童
委
員
な
ど
に
連
絡
し
、
一
緒
に
安

否
確
認
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く
活
動

で
す
。

　

一
人
暮
ら
し
・
二
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
や
障
害
者
宅
な
ど
を
訪
問
し

た
り
、
日
頃
の
さ
り
げ
な
い
気
配
り

の
中
で
小
さ
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず

気
づ
い
て
あ
げ
る
な
ど
見
守
り
活
動

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
二
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

や
障
害
者
世
帯
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス

や
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
な
ど
大
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
進
め
る
活
動
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
地
域
の
福
祉
委
員
の
方

々
で
す
。

大　野　地　区
春日一丁目上 谷　口　きよみ
春日一丁目中 山　口　邦　夫
春日一丁目下 笹　嶋　美　幸
春日二丁目東 長谷川　佳　子
春日二丁目西 穴　田　幸　夫
春日三丁目上 笠　松　守　男
春日三丁目中 古　嶋　智　代
春日三丁目下 福　田　秀　隆
若杉町 寺　前　恭　子
上篠座１区 大　藤　あきゑ
上篠座２区 大　藤　通　代
西里 野　尻　トモコ
西里 前　田　典　子
国時町 桜　川　昭　文
高砂町１区 玉　木　由美子
高砂町２区 竹　内　　　譲
高砂町３区 吉　田　一　子
高砂町４区 木　下　富　夫
高砂町５区 北　川　あさみ
天神町 小　林　しげ子
糸魚町 酒　井　忍　夫
篠座町 廣　野　岩　雄
春日野 安　川　　　勲
春日野 滝　本　和　子
春日野 松　谷　恵美子
幸町 笹　島　隆　範
弥生町１区 岡　田　保千代
弥生町２区 村　上　隆　子
有明町 浜　田　恵　子
月美町 山　田　鈴　子
美川町１区 荒　田　美智子
美川町２区 木　下　絹　代
清和町 為　澤　淳　造
美里町 米　村　かずよ
吉野町 木　下　佐知子
日吉町１区 脇　本　郁　子
日吉町２区 戸　松　亜紀子
日吉町３区 米　村　きく代
日吉町４区 中　森　淳　子
日吉町５区 指　岡　　　泉
日吉町６区 山　内　知江子
明倫町１区 山　川　和　子
明倫町２区 石　原　里　美
明倫町３区 遠　藤　順　子
明倫町４区 松　田　ゆり子
明倫町５区 笹　嶋　浩　子
泉町１区 宮　下　眞　一
泉町２区 斉　藤　千代子
泉町３区 鉱　崎　昭　治
城町１区 嶋　田　ノリ子
城町２区 小　椋　良　子
城町３区 清　水　秀　治
清瀧 村　中　美津子
清瀧 西　川　千鶴代
水落町１区 松　下　涼　子
水落町２区 竹　内　幸　子

蕨生 城　地　恭　子
蕨生 上　村　玉　枝
蕨生 城　地　富士子
蕨生 城　地　百合子
七板 澤　田　光　代
土打 林　　　詳　子
上野 松　井　紀　子
富嶋 松　村　千　晶
新田 松　田　　　勉
森目 松　田　博　子
土布子 松　山　文　代
下麻生嶋 桶　谷　善　恵
川上 岩　倉　光　夫
田野 南　　　桂　子
井ノ口 石　塚　さをり
塚原 細　田　喜　樹
新塚原 横　町　文　子
富塚 清　水　きよみ
新河原 麦　田　良　子
下唯野 帰　山　秀　治

阪　谷　地　区
伏石 多　田　邦　子
柿ヶ嶋 山　村　博　子
八町 平　岩　芳　子
森本 中　谷　節　子
松丸 川　端　美智子
萩ヶ野 尾　澤　早　苗
花房 中　尾　裕　子
不動堂 武　内　美千代
石谷 加　藤　泰　子
大月 後　川　ちづ子
御領 山　口　悦　子
橋爪 大　石　美弥子
蓑道 庵　下　絹　代
落合 村　中　ひで子
堂嶋 野　村　絹　子
金山 森　　　千代美
小黒見 原　　　ちえ子
六呂師 山　腰　清　美

五　箇　地　区
下打波 加　藤　成　子
上打波 澤　本　和　博
東勝原 原　　　幸　夫
西勝原 近　藤　郁　恵

和　泉　地　区
後野 米　倉　治　一
貝皿 久保田　真由美
ぶなの木台 望　月　文　子
川合 道　岸　浩　子
朝日 巣　守　　　愛
板倉 上　田　隆　澄
角野 田　中　敦　子
下山 山　　　雄　三
上大納 吉　岡　惠　子

～
ご
存
知
で
す
か
？

　
あ
な
た
の
集
落
・
町
内
の

　
福
祉
委
員
さ
ん
～

平
成
29
年
度

福
祉
委
員
決
ま
る

（順不同・敬称略）
尾永見 伊　藤　小代美
坂戸 足　利　ふじゑ
花山 金　森　敬　子
下丁 宇　野　幸　子
中丁 南　部　真　澄
上丁 前　田　佐知子
犬山 嶋　田　清　美

小　山　地　区
下舌 斉　藤　里　美
阿難祖地頭方 篠　原　朝　子
阿難祖領家 松　田　恵美子
上黒谷 中　嶋　義　則
下黒谷 千　藤　利　彦
上荒井 江　波　庄　進
深井 松　田　　　勝
飯降 笹　嶋　貞　一
鍬掛 清　水　正　人
右近次郎 田　中　一　郎
新庄 坂　本　澄　代
下舌下１ 堀　江　とよ子
千歳 石　田　智恵子
南春日野 佐々木　　　巌
上舌 根　賀　純　子

上　庄　地　区
大西出 長谷川　栄　司
中西出 篠　田　守　一
中村町 牧　野　和　枝
荒子町 木　工　くに子
木本領家 中　川　やす子
森山 齋　藤　静　子
西山 印　牧　みさ子
平沢 川　崎　美根子
今井 前　川　たつ子
佐開 妙　願　政　志
上五条方 山　内　こと美
下五条方 堂　本　俊　美
野中 村　上　広　子
稲郷 松　森　百合子
上据 森　谷　愛　子
東山 松　田　加代子
御給 山　内　初　子
友兼 亀　井　はま子
開発 長　田　満　代
森政領家 真　田　弥　重
医王寺 廣　田　ことえ
森政地頭 森　永　登美世
下郷 伊　東　なおみ
北御門 斉　藤　益　美
猪島 森　岡　恵　代
中据 安　川　瑞　恵
下据 森　岡　澄　子
吉 澤　田　和　美
東中 木　下　貞　枝
西据 松　井　愛　子
榎 中　村　扶　江

富　田　地　区
木落 佐々木　千　衣

本町１上区 前　　　幸　雄
本町１下区 南　部　紀　子
本町２上区 角　谷　幸　雄
本町２下区 右　近　忠　光
本町３上区 南　部　眞由美
本町３下区 楠　　　幸　子
本町４区 野　口　久　子
本町５区 中　村　友　子
元町１区 砂　子　禮　子
元町２区 林　　　実千子
元町３区 中　川　弘　美
元町４区 浦　井　綱　子
元町５区 山　田　政　子
元町６区 北　山　宗一郎
大和町１区 齊　藤　まち子
大和町２区 山　田　和　弘
大和町３区 山　崎　美恵子
錦町１区 吉　田　いつ子
錦町２区 養　老　百合子
錦町３区 大　門　英　子
要町 吉　田　哲　朗

下　庄　地　区
上中野 金　川　辰　美
上中野 小　池　孝　幸
城北町 大　谷　光　子
下中野 石　本　幸　彦
東中野 山　田　優　子
新町 与保田　敏　彦
西市 駒　沢　利　明
矢 山　腰　　　勇
庄林 辻　田　政　治
北大野 中　村　直　美
太田 竹　内　喜美子
大矢戸 真　柄　新　治
小矢戸 脇　本　玲　子
西大月 竹　内　喜代子
東大月 前　田　美智子
中津川 辻　　　陽　子
南新在家 西　田　與司男
横枕 近　岡　喜代子
若里 高　畑　一　満
堂本 米　津　俊　信
友江 遍　照　恵　応
中挾１丁目 内　山　香奈枝
中挾２丁目 加　藤　千鶴子
中挾３丁目 木　下　淳　子
中保 松　田　光　代
菖蒲池 宮　澤　秀　樹
中荒井町一丁目 長谷川　久美子
中荒井町二丁目 高　野　清　彦
陽明町一丁目１区 河　口　節　子
陽明町一丁目２区 尾　山　絹　代
陽明町二丁目 橋　本　信　子
陽明町三丁目 辻　　　洋　子
陽明町四丁目 向　川　弘　子

乾　側　地　区
大門 前　田　秀　子
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手
話
サ
ー
ク
ル
名
水

岩
田　

繁
憲

加
藤　

成
子

円
和
寺

髙
田　

澄
子

陽
寿
さ
く
ら
サ
ロ
ン

春
日
野
区
サ
ロ
ン
と
ね
き
沢

上
庄
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

村
上　

幸
子

松
田　

守
男
（
理
容
）

㈱
マ
ル
ハ
ン
大
野
店

細
沢　

月
楓

細
沢　

來
生

細
沢　

櫂
吏

あ
す
か
・
さ
や
か

原　

ひ
な
た
・
ひ
よ
り

大
石　

敏
彦

乾
側
地
区
女
性
の
会

愛
来
屋

陽
明
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

中
村　

直
美

三
谷　

寛
治

小
矢
戸
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

熊
谷　

千
代
子

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
麻
那
の
会

徳
山　

八
千
代

松
田　

直
美

ポ
ッ
プ
ホ
ー
ル

小
山
愛
育
会

㈱
フ
ク
イ
ヤ

清
水　

梨
沙

ハ
ピ
ネ
ス

大
野
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

春
日
保
育
園

古
里

和
泉
小
学
校

和
泉
中
学
校

中
休
営
農
組
合

大
野
市
役
所
税
務
課

石
田　

蒼
空

石
田　

煌
祈

宗
信　

や
ゑ
子

松
葉　

祐
佳

齊
藤　

翔
稀

齊
藤　

亜
咲
美

東
中
野
区

山
川　

和
子

水
上　

勇
一

多
田　

つ
ね
を

㈲
中
央
電
気
工
事

長
生
会
第
二
ク
ラ
ブ

牧
野　

華
苗

ス
ナ
ッ
ク　

亜
紀
子

山
崎　

ミ
ツ
エ

歸
山　

夏
實

坂
本　

ふ
じ
子

㈲
藤
井
総
合
保
険
事
務
所

斉
藤　

愛
美

斉
藤　

将
也

野
村　

京
子

川
上　

美
智
子

山
下　

晃
澄

山
本　

幸
子

石
山　

絹
子

北
伸
電
機
㈱

理
容
ナ
カ
モ
リ

福
井
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

春
日
一
丁
目
上
区

石
本　

美
奈
子

広
瀬　

則
子

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

ス
タ
ジ
オ
Ⅴ
Ⅰ
Ⅴ
Ａ

有
明
町
長
生
会

本
多　

道
代

高
畑　

勝
子

長
谷
川　

翔
大

㈱
光
運
輸

木
下　

正
義

横
田　

良
子

稲
田　

富
美
子

松
山　

恵
子

木
下　

幸
子

山
崎　

豊
子

斉
藤　

千
代
子

松
田　

つ
や
子

林　

裕
子

さ
く
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

小
山　

佳
代
子

松
田　

充
子

パ
ル
テ
ィ
ア

丸
栄
電
工
㈱

明
石　

信
子

森
永　

智
子

印
牧　

ふ
さ
子

結
の
郷

千
原　

よ
し
子

砂
子
整
骨
院

春
日
三
丁
目
中
区
婦
人
ク
ラ
ブ

㈲
桜
井
板
金
工
業

山
形　

愛
子

島
田　

澄
子

藤
井　

よ
し
子

山
田　

富
美
子

安
川　

光
男

野
中
婦
人
会

乾　

匡

中
矢　

順
子

長
谷
川　

美
代
子

牧
野　

美
雪

堂
本　

義
明

㈱
タ
カ
ダ

前
川　

美
登
利

木
下　

初
江

松
田　

光
代

橋
本　

知
恵
子

広
瀬　

治
子

住
若　

は
る
よ

山
村　

美
智
子

林　

幹
介
・
照
久

清
川　

峯
子

原　

冨
志
子

旭
幼
稚
園

山
川　

し
げ
子

つ
く
し
サ
ロ
ン

㈱
福
井
銀
行
大
野
支
店

増
田
板
金
工
業
所

Ｋ
マ
ー
ト
大
野
店

大
野
の
水
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
川　

一
枝

南
部　

智
子

匿
名　

十
一
名

次
回
発
行（
第
２
０
３
号
）は
９
月

１
日
の
予
定
で
す
。

行
平　

よ
し
子

石
森　

豊
子

花
房　

次
夫

上
庄
小
学
校

前
田
電
気
㈱

北
大
野
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

吉
田　

生
子

加
藤　

一
義

山
田　

久
子

有
終
西
小
学
校

加
藤　

智
恵

宮
腰　

正
美

北
陸
銀
行
勝
山
支
店

宮
原　

福
子

嵐
谷
建
具
店

加
藤　

絹
代

滝
波　

道
子

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
下
庄
ク
ラ
ブ

古
世　

高
美

松
本　

洋
子

阪
谷
公
民
館

大
野
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

松
井　

憲
夫

ス
ナ
ッ
ク　

ブ
ル
ー
ム
ー
ン

く
つ
ろ
ぎ
の
家

熊
谷
武
二
郎
税
理
士
事
務
所

中
川　

加
壽
子

乾
側
公
民
館

中
津
川
エ
プ
ロ
ン
の
会

神
谷　

信
子

田
中　

み
ち
子

宮
下　

多
津
子

田
中　

五
一

脇
本　

信
二

高
見　

三
治

安
川　

れ
い
子

藤
堂　

玲
子

◆
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金
◆

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
４
円

匿
名　
　
　
　
　

２
４
，
０
０
０
円

匿
名　
　
　
　
　

２
１
，
０
０
０
円

リ
ン
グ
プ
ル　
　

１
２
，
８
０
０
円

◆
物
品
寄
付
◆

匿
名

　

点
訳
物　
　
　
　
　
　
　
　

８
点

◆
古
切
手
・
リ
ン
グ
プ
ル
◆

江
嶋　

ひ
ろ
子

前
田　

房
子

宮
村　

正
一

松
本　

智
恵
美

広
瀬　

君
子

前
田　

ま
つ
乃

河
本　

章
雄

田
中　

え
み
子

前
田　

和
彦

小
林　

良
昭

寺
尾　

勤

寺
尾
電
工

岩
田　

ヒ
ロ
子

池
田　

美
榮
子

廣
瀬　

美
智
子

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

石
田　

千
真

瀧
川　

好
美

勝
矢　

勝
造

勝
矢　

ひ
ろ
子

東
大
月
自
治
会

熊
野　

久
江

原
田　

裕
孝

小
池　

博
子

大
野
市
役
所
企
画
財
政
課

中
村　

勝
彦

や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）


